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１．概要（Summary） 

IV 族強磁性半導体 GeFe 薄膜中の Fe 原子の電子状

態・磁化を調べ、その局所的な磁気状態を解明することを

目的として軟 X 線磁気円二色性測定(XMCD)を行った。 

 
２．実験（Experimental） 

XMCD 測定の予備測定として、Ge 基板の導電性を調

べる必要があったが、その為の電極作製をワイヤーボン

ダーによって行い、形状・膜厚・電気特性評価装置群の 

光学顕微鏡によって観察を行なった。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
Ge 基板は低い電気抵抗を持っており、XMCD 測定に

適した導電性を有していることが分かった。 

XMCD 強度の磁場依存性は、GeFe 薄膜中の Fe 原子

の磁気モーメントの磁場依存性そのものとなるが、その強

磁性状態におけるヒステリシス曲線と、SQUID で測定した

磁化の磁場依存性とが非常に良い一致を示した。また、

Geの吸収端で測定した可視光磁気円二色性(MCD)の磁

場依存性とも非常に良い一致を示したことから、GeFe 中

の磁気モーメントは、Ge 母材との p-d 混成を通じて誘起さ

れた Fe3d の磁気モーメントから来ていることが明らかにな

った。また、XMCD 強度の温度依存性を系統的に調べる

ことによって、室温においても局所的な強磁性秩序が存

在しており、それらが低温になるにつれて大きく成長して

いき、キュリー温度において強磁性-超常磁性転移が起き

ていることが分かった。また、強磁性状態においても、ある

割合の Fe 原子は常磁性や反強磁性状態となってことも明

らかになった。この結果は SQUID 測定によって明らかに

なった弱いスピングラス状態の存在と整合する結果となっ

ている。 
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